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【目的】
小分子ＲＮＡの検出用試薬を提供する。
【効果・特徴】
本発明は、対象遺伝子のヌクレオチド配列の全長、またはその一部を含む二重鎖ＲＮＡを合成し、当該二重鎖Ｒ
ＮＡをＲＮａｓｅにて消化して断片化し、得られた消化断片をプローブとして用いることにより、小分子ＲＮＡを容易
に検出する。また検出試薬を提供する。
１）プローブは興味の遺伝子領域をまんべんなく含み、従来方法のような配列選択による失敗がない。
２）核酸の酸処理のような高度な処理技術を必要とせず、一般的な操作のもとで検出が得られる。
３）小分子ＲＮＡを正確に、再現性よく、かつ高感度に検出することが可能である。
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技 術 概 要

対象遺伝子のヌクレオチド配列の全長、またはその一部を含む二重鎖RNAを合成し、当該二重鎖RNAをRNase
にて消化して断片化し、得られた消化断片をプローブとして用いることによって、小分子RNAをノザンブロットで容
易に検出できることを見出し、当該小分子RNAの検出用試薬を製造した。
本発明により、従来検出が困難であった小分子ＲＮＡを正確に、再現性よく、かつ高感度に検出することが可能と
なる。
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小分子RNAに関する新たな研究アプ

興味のDNA全体をまんべんなくカバーする

小分子RNA検出用プローブセットを本試薬

にて調製

～任意のDNAや遺伝子配列にもとづき、それ
らに由来する機能性小分子RNAの有無を調

細胞や組織よりノザンブロットに十分なだけの

ノザンブロットで小分子RNAの有無を確実


